
テレビ受像機があらゆる世帯に購入されはじめた頃、知識人の間では『テレビは全国民

を白痴にしかねない』という意見がメディアを賑わせました。後年、そのようなテレビに

対する偏見は、当時の文化人達の教養主義がテレビ媒体を低俗なものとして見下したため

だといった解釈がなされました。どちらが正しいのか・・・・？まあそれはそれとして、

テレビ放送の影響の大きさを今の世の中で否定する人はいないでしょう。というのもテレ

ビ放送を単なる通俗な情報媒体といってすませるような時期は遥か昔となり、今や、テレ

ビ放送は一種の脅威さえ感じさせる怪物に育っているからです。

説明するまでもなく、世界のあらゆる情報映像がお茶の間で、しかも解説付きで受信で

きるわけですから、耳学問や目学問は国民全体に共有され、世の中の変革や変動に多大の

影響を与えています。しかし、テレビをあまり無批判に受け入れているため、最近では、

その情報によって人心が恣意的に操作されかねない脅威がさまざまな番組で現実のものと

なっており、しばしば犯罪や戦争を誘発する凶器になりかねない状況です。

このように科学技術が発達し、より多様な、よしてより多機能な情報の活用を可能にし

ている現代では、利便性が人間の判断力や理性を歪めたり狂わせたりして、社会的存在と

しての人間を崩壊させる危機に立たせることさえ絵空事ではありません。しかも今やテレ

ビ放送を超える革新的情報技術の発達により、その脅威は一層深刻なものになりつつあり

ます。例えば、スマートフォーンと呼ばれメディアを考えてみてください。

スマートフォーンとは、電話機能も付いたタッチパッドで操作できるパソコンのような

携帯情報端末で、インターネットの活用が多面的に非常に容易に行え、ホームページの閲

覧や動画（ゲームや映画も含む）、PCメールWebメールといった操作が誰でも何処でも手
軽にできる設計になっているのが特徴です。この情報携帯システムの登場には『一億総国

民を白痴にする』といった当時の懸念をはるかに超えた脅威の種が利便性とともに混在し

ています。

ではまず利便性とはなにかといえば、これはあまりつべこべ述べる必要はないでしょう。

というのも、手の平に握れるほどのパソコンが常時使える多機能情報端末として、だれで

も入手できるようになったのですから。一方、スマートフォーンの脅威とはなんでしょう

か。それも今ではさまざまな事例が社会で話題になっていますから、これもすでに衆知の

ところです。なにしろこのツールを使うと、不特定多数の人々に随時、ある意図（人心操

作の意図も含め）をもった誘導情報を流すという戦術的・戦略的行動がたやすく行えるの

です。例えば『イスラム国』の兵士リクルート、商品の宣伝や政治活動のプロパガンダ等々

は、モバイルなシステムも含めたインターネット接続環境を使って、短期間にある種の“パ

ブリック・オピニオン”や“パブリック・シンパシー”を醸成し、社会秩序や良識および

常識をたやすく瓦解させてしまうのです。

このように科学技術の進歩とは、大きなメリットと大きな負の落とし穴をもっているも

のです。ですから、良心的な科学者とはこうした負の部分に目を向けることができる人だ

と私は思っています。しかし、ある人類学者がかつて述べたように、人間の科学探求のエ

ネルギー（執着）は、性的行為と同様に歯止めのきかないものだと考えるべきなのかもし

れません。こう考えると、人間は自然の大きな災害によって滅びるのではなく、自分達の

開発した歯止めのない科学技術によって滅びることになります。ちなみに、地球の将来を

危険にさらしている温暖化も自然現象なのではなく、人間の行為の所産であることを思い

浮かべるべきではないでしょうか。もちろん、原子力発電の事故はまさに人災であり、科

学技術のおごりです。しかし、多くの科学者はあの事故からなにも学ぼうとはしていませ

ん。



Once upon a time when TV sets were introduced into every home, someone said ,“TV
set will be a tool that will make every Japanese person idiocy, which aroused criticism
all over Japan ”. In years to has come, they said that such a prejudice at that time
had been caused by the comprehensive views of high educated persons, who regarded
TV media as low tasted something; that is not worth bothering about nowadays,
because everyone already know usefulness of TV media. No one denies this fact. TV
media is now a monster which make persons feel various miracles that are superior to
low tested information sources.
Needless to say, nowadays, various revolutions and sharp fluctuations occured all

over the world should be affected very much by sharing every kind of information with
special comments through media among us as listening or watching experience at home.
At the same time, in these days, accepted we easily informations with no criticism
through media, then we are facing to such a risk that we could be controled by some
arbitrary bad-wills.
In this way, nowadays, the development of scientific technologies is so progressed that

human beings could make use of more various and more multifunctional informations,
But the convienience itself would be the risk element which distorts our judgements or
practical reasons, as a result, we are apt to face many crisises really to destroy ourselves
as social beings. For example, we can find one of facts like them about the midium tool
“Smart Phone.”
“Smart Phone”is the handy-typed information design unit like a small PC , operated

by its display touch panel with key buttons, which everyone can use easily and usefully
in the internet world with browsing HPs, including game or movie sites, and E-mails.
The appearace of this handy terminal is worried about its merits mixed with demerits

to surpass troubles of the TV appearace in past days; the tool that could make every
Japanese person idiocy.
First of all, “What is the convinience of Smart Phone is ?”, which is needless to say

when we image a small personal computer available anytime on your palm. On the
other hand, using Smart Phone, everyone could send various kinds of leading
information including reclutement and propagand in commercial, political, or strategic
fields to the public with his or her intention that operates human mind as the IS
terrorist group has done. As the result of these deep‐ laid plots, a certain kind of
“Public Opinion”or “Public Sympathy” was produced easily to fall down our social
system and common sense, that is one of reason why I divide Smart Phone into the
science inovation , which I cannot be pleased blindly.


